
令和６年度報酬改定について
～家族の視点からの展望と課題～

令和6年度第1回知的障害者

相談員研修会

（一社）全国手をつなぐ育成会連合会

顧 問 久保 厚子



内容

A：社会情勢

B：令和６年度報酬改定について

C：地域連携会議について

D：就労選択支援について

E：地域の自治体の役割
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社会情勢
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今後の人口推移
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２０４０年の問題点
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•人材の不足（全ての業種）

•企業の業績不振（人材不足による）

•経済の不振

•費用の不足（社会保障費等）

「給付」と「負担」のバランス（少子超
高齢化がすべてに大きく影響する）



令和６年報酬改定
について
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生活介護の減額問題
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•サービス提供時間を、5時間以上7時間の利用者は一
日0.75人として計算し、5時間未満の利用者は一日
0.5人と計算する。

→例えば、短時間の利用者を午前午後に受けることも

可能。（利用者は残りの半日をどう過ごすのか？）

→サービス提供時間を６時間から７時間以上でなけれ

ば、報酬はこれまでを確保できない。（事業所運営

が厳しくなり、継続できるのか？）



生活介護の減額問題
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令和3年度～令和5年度までの単価（定員20名以下）

→送迎時間が長い場合は、30分を超えると支援を見て利用時
間に換算することが出来る（山間へき地の事業所はこの状
態）

→６時間から7時間以上の支援が必要とすると、職員の労働時
   間は労基を超えるのではないか、今後益々人手不足になる現
状をどのようにするのか
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所要時間

障害支援区分

区分6 区分5 区分4 区分3 区分2以下

3時間未満 517 386 268 239 218

3時間以上～4
時間未満

646 483 335 300 273

4時間以上～5
時間未満

774 578 401 358 327

5時間以上～6
時間未満

904 676 469 419 381

6時間以上～7
時間未満

1258 941 652 583 532

7時間以上～8
時間未満

1291 966 669 598 545

8時間以上～9
時間未満

1353 1027 730 660 607

令和6年度以降の単価
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就労支援A型の問題点
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• スコアー形式での報酬の算定であり、評価の項目や各項目ごとの点数
の変更がされた

• 【項目】 労働時間、生産活動、多様な働き方、支援力向上

• 【労働時間】 平均労働時間が長いほど評価が高い

• 【生産性】 利用者が行う仕事に関わる収支で評価

• 【多様な働き方】 就労規則等に制度を定めて評価 など

マイナス評価点もあり厳しい
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就労継続支援B型の実質減額問題
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•工賃の金額を評価して、報酬が上がったり下がったり
する点

報酬改定では目標工賃を達成すると加算で増額にな
る

→毎年工賃を上げ続けることは難しい

•障害者の就労や生産活動等への参加を一律に評価する
ことは減額

職員配置を増やせば加算で増額になる
→現状でも人手不足のため難しい
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居宅支援、GH
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•グループホームの支援内容に、居宅における自立した
日常生活への移行支援を追加（いわゆる通過型グルー
プホームの制度化と、既存グループホームでの移行支
援）

•地域生活支援拠点等の整備を市町村の努力義務として
位置づけ（これまで総合支援法に拠点の条文がなく、
拠点の法的定義が明確化）

•これまで任意規定だった基幹相談支援センターの設置
を市町村の努力義務として位置づけ



•地域によっては課題が指摘される日中サービス支援型
の現状を踏まえ、重度（高齢）障害者に対応できる制
度の新設

•新たに他のＧＨや自宅で状態が悪化した者への集中的
な支援に対する報酬評価を設定する

• 一般的なＧＨとは別に、重度障害者が利用可能なＧＨ
整備を障害福祉計画へ別枠で目標立てする

※ただし、これまでのGHの区分４、５の報酬が減額と
なり、地域移行にはならない。人員配置加算はあるが、
加算は小規模な事業所は事務負担となり取りにくい
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プレゼンテーションのタイトル 35
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地域連携会議に
ついて
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就労選択支援に
ついて
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持続可能な制度に
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課題解決に向けた活動

53

•都道府県が行う事業者等の指定において、市町村が意
見を申し出ることを可能とするため要望する

•障害福祉分野におけるＩＣＴ活用やロボット導入に関
する実証データの収集に努め、方策等について検討し、
ＩＣＴ活用やロボット導入等が進む

•地域生活支援拠点の設置を要望する

•地域連携会議に当事者が参画する

•就労選択支援を実施する



お互いの困りごとを声に出し、皆で問題解決
に取り組みましょう！

育成会活動の力の見せどころです



ありがとうござ
いました

「手をつなぐ」を読んで

最新の情報を知ろう！
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